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　「敬神愛人」は、東奥義塾建学の精神ともいえる校訓で、義塾が掲

げる伝統を受け継ぎ人間性を育む教育の礎となっています。

　この校訓のいわれには、「あなたは、年が若いために人に軽じられ

てはならない。むしろ言葉にも、行状にも、愛にも、信仰にも、純潔に

も、信者の模範になりなさい」（テモテへの第一の手紙 4章 12 節）と

いう聖句があります。塾生は常に時代が求める聖徒として、社会の

模範となるようにと教えられます。

　宣教師のジョン・イングは、1874 年（明治 7）第 3代

英語教師として赴任しました。日本のメソジスト教会

初代監督となった本多庸一と共にキリスト教の伝道を

始め、弘前教会を設立しています。

　英語、理科、化学、数学、生物、歴史を教え、岩木山の高

度の測量法や鉱物採集実習、あるいはアメリカからト

マト、アスパラガス、レタス、キャベツ、グスベリなど各

種野菜や果樹の種子、苗木を輸入し移植しました。特に

注目されるのは、風土を理解し、リンゴを初めて弘前に

もたらしたことです。これは、今でいう「文理融合」や、

実学も教養も含めた「全人教育」の実現であり、東奥義

塾で、いかに上質な教育が行なわれていたかを窺い知

ることができる一端です。

　事実、その熱誠あふれる教えは、明治維新による武士

階級の消滅で、絶望的になっていた津軽の少年士族の

心を奮い立たせたといわれています。イングはまた、母

校インディアナ州アズベリー大学へ塾生 5 名を留学さ

せています。

　イングとともに東奥義塾の再興に尽力した本多庸一

も、稽古館に学んだ一人でした。宣教師として中国で活

動した帰途のイングと横浜で出会ったことがきっかけ

で、菊池に紹介、二人で東北伝道を始めます。

　1927 年（昭和２）には、「現代に背徳偽善の徒多きを

いきどおり、自己の聖化、日本の聖化、世界の聖化を高

唱する」として、生徒の自主活動である〈東奥聖社〉が結

成されました。これは厳格な規律によって信仰復興を

巻き起こしたメソジスト派の指導者 ジョン・ウエス

レーがオックスフォード大学に創設したホーリー・ク

ラブに由来しています。

　その後も東奥義塾は、終戦後の荒廃にも、あるいは倫

理観・道徳観が欠落し、さまざまな形で噴出している

現代の病根にも、キリスト教主義をベースとする理想

の教育をもって立ち向かってきました。それは生きと

し生けるものに対する愛であり、無私に貫かれたボラ

ンティア精神でもあります。

　ボランティアとは、ラテン語のボランタスを語源と

し、自由意志（自発性）で行動する人、奉仕者などと訳さ

れますが、歴史的にみれば、まずは中世における教会や

寺院の宗教的慈善活動が起源でした。それは難しいも

のではなく、転んでいる子供を助け起こすというよう

な、人間の根源にある心情の発露とでもいうべきもの

でした。

Do for others what you want them to do for you.

　「人にしてもらいたいと思うことは何でも、あなた方

も人にしなさい」（マタイによる福音書 7章 12 節）これ

は新約聖書の言葉ですが、「敬神愛人」を校訓とする義

塾スピリットに通底するものでもあります。

　東奥義塾の創立記念日は 6月 28 日です。1796 年（寛政 8）のこの日、弘前藩に

よって稽古館という藩校がつくられました。稽古館がつくられる以前は、決めら

れた日に家老や学者の家などに集まって勉強を習っていました。9 代目の藩主 

津軽寧親の代に、江戸の昌平坂学問所で学んできた津軽永孚が中心となり、藩校

の開校を進めたことで実現しました。稽古館は弘前漢英学校に引き継がれます

が、1872 年（明治 5）の廃藩置県で廃止されてしまいます。

　初代弘前市長となった菊池九郎は 12歳で弘前藩藩校稽古館に入学し、皇漢学

を学びました。明治維新のときには、本多庸一とともに庄内藩に派遣されていっ

たん脱藩しますが、1869 年（明治 2）に帰藩しています。箱館五稜郭の戦いにも従

軍、同年、慶応義塾に入学しました。藩命により鹿児島藩英学校に内地留学、兵学

校に移ってからは砲術、兵制を学んでいます。

　帰郷して弘前漢英学校の幹事となりますが、間もなく廃止になったため、最後

の弘前藩主であった津軽承昭の援助を受け、弘前漢英学校は私立学校東奥義塾

として生まれ変わりました。菊池は副幹事に就任し、開学当初から、外国人教師

を採用して西洋文化の移入に努めました。

　菊池は、実戦には参加しませんでしたが、教師、生徒二十数名を伴って西南戦

争に従軍しています。その前日に、ジョン・イング宣教師から洗礼を受け、キリ

スト教徒となりました。

　自由民権運動が盛んになると、菊池はまた、津軽地方の指導的役割を果たし、

初代弘前市長に就任します。

　菊池の母の幾久子は、夫の死後独学で学び、のちに東奥義塾女子部の教師とし

て貢献しています。1877 年（明治 10）イングから受洗し、日本キリスト教婦人矯

風会弘前支部の会長となって、既婚婦人のお歯黒禁止、禁酒、廃娼運動などの旧

習一掃に取り組みました。

東奥義塾　校章・マーク
1922 年（大正 11）再興第 1回定期理事会に
て決定されました。このとき採用された一輪
牡丹は、稽古館の創設者である弘前藩の略紋
です。

再興の尽力者　菊池九郎 （1847～1926年）
弘前市の初代市長に就任。


